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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 16年 11月 1日 (2004.11.1)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 以 下 の 特 徴 を 有 す る シ リ カ ゲ ル 。
（ ａ ） 細 孔 容 積 が ０ ． ６ ～ １ ． ６ ｍ ｌ ／ ｇ 、
（ ｂ ） 比 表 面 積 が ３ ０ ０ ～ １ ０ ０ ０ ｍ 2  ／ ｇ 、
（ ｃ ） 細 孔 の 最 頻 直 径 （ Ｄ m a x  ） が ２ ０ ｎ ｍ 未 満 、
（ ｄ ） Ｄ m a x  の ± ２ ０ ％ の 範 囲 に あ る 細 孔 の 容 積 が 全 細 孔 容 積 の ５ ０ ％ 以 上 、
（ ｅ ） 非 結 晶 質 で あ る こ と
【 請 求 項 ２ 】
　 細 孔 容 積 が ０ ． ８ ～ １ ． ６ ｍ ｌ ／ ｇ で あ る 請 求 項 １ の シ リ カ ゲ ル 。
【 請 求 項 ３ 】
　 比 表 面 積 が ４ ０ ０ ～ ９ ０ ０ ｍ 2  ／ ｇ で あ る 請 求 項 １ ま た は ２ の シ リ カ ゲ ル 。
【 請 求 項 ４ 】
　 最 頻 直 径 （ Ｄ m a x  ） が ２ ｎ ｍ 以 上 で あ る 請 求 項 １ か ら ３ い ず れ か の シ リ カ ゲ ル 。
【 請 求 項 ５ 】
　 最 頻 直 径 （ Ｄ m a x  ） の ± ２ ０ ％ の 範 囲 に あ る 細 孔 の 容 積 が 、 全 細 孔 容 積 の ６ ０ ％ 以 上 で
あ る 請 求 項 １ か ら ４ い ず れ か の シ リ カ ゲ ル 。
【 請 求 項 ６ 】
　
【 請 求 項 ７ 】
　 金 属 不 純 物 の 含 有 量 が １ ０ ｐ ｐ ｍ 以 下 で あ る 請 求 項 １ か ら い ず れ か の シ リ カ ゲ ル 。
【 請 求 項 ８ 】
　 金 属 不 純 物 の 含 有 量 が １ ｐ ｐ ｍ 以 下 で あ る 請 求 項 １ か ら い ず れ か の シ リ カ ゲ ル 。
【 請 求 項 ９ 】
　 最 頻 直 径 （ Ｄ m a x  ） に お け る 微 分 細 孔 容 積 が ２ ． ０ ～ ２ ０ ． ０ ｍ ｌ ／ ｇ で あ る 請 求 項 １
か ら い ず れ か の シ リ カ ゲ ル 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 固 体 Ｓ ｉ － Ｎ Ｍ Ｒ で の Ｑ 4  ／ Ｑ 3  の 値 が １ ． ３ 以 上 で あ る 請 求 項 １ か ら い ず れ か の シ
リ カ ゲ ル 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 シ リ コ ン ア ル コ キ シ ド を 加 水 分 解 す る 工 程 を 経 て 製 造 さ れ る 請 求 項 １ か ら い ず れ か

。 　

金 属 不 純 物 の 含 有 量 が ５ ０ ０ ｐ ｐ ｍ 以 下 で あ る 請 求 項 １ か ら ５ い ず れ か の シ リ カ ゲ ル 。
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の シ リ カ ゲ ル 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ８ 】 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 　 【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
　 本 発 明 の 課 題 は 、 上 記 の 従 来 技 術 の 問 題 点 を 踏 ま え 、 細 孔 容 積 と 非 表 面 積 が 大 き い だ け
で な く 、 細 孔 分 布 が 狭 く 、 耐 熱 性 、 耐 水 性 な ど に 優 れ た シ リ カ ゲ 提 供 す る こ と に あ る
。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ９ 】 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
　 　 【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
　 本 発 明 の

【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ４ 】
本 発 明 リ カ ゲ ル は 、 以 上 の 細 孔 構 造 の 特 徴 に 加 え て 、 そ の 三 次 元 構 造 を 見 る に 、 非 結
晶 質 で あ る こ と 、 即 ち 、 結 晶 性 構 造 が 認 め ら れ な い と い う 特 徴 を 有 す る 。 こ の こ と は 、 本
発 明 リ カ ゲ ル を Ｘ 線 回 折 で 分 析 し た 場 合 に 、 結 晶 性 ピ ー ク が 実 質 的 に 認 め ら れ な い こ
と を 意 味 す る 。 本 発 明 に お い て 非 結 晶 質 で は な い シ リ カ ゲ ル と は 、 Ｘ 線 回 折 パ タ ー ン で ６
オ ン グ ス ト ロ ー ム （ Å 　 Ｕ ｎ ｉ ｔ ｓ 　 ｄ － ｓ ｐ ａ ｃ ｉ ｎ ｇ ） を 越 え た 位 置 に 、 少 な く と も
一 つ の 結 晶 構 造 の ピ ー ク を 示 す も の を 指 す 。 非 結 晶 質 の シ リ カ ゲ ル は 、 結 晶 性 の シ リ カ ゲ
ル に 較 べ て 、 極 め て 耐 水 性 に 優 れ て い る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ５ 】
そ の 他 、 本 発 明 リ カ ゲ ル の 構 造 に 関 し て は 、 固 体 Ｓ ｉ － Ｎ Ｍ Ｒ に よ る 分 析 で も 特 徴 あ
る 結 果 が 得 ら れ る 。 即 ち 、 固 体 Ｓ ｉ － Ｎ Ｍ Ｒ で は 、 本 発 明 リ カ ゲ ル の 、 － Ｏ Ｓ ｉ が ３
個 結 合 し た Ｓ ｉ （ Ｑ 3  ） と － Ｏ Ｓ ｉ が ４ 個 結 合 し た Ｓ ｉ （ Ｑ 4  ） と の モ ル 比 を 示 す 「 Ｑ 4  

／ Ｑ 3  」 の 値 が 通 常 １ ． ３ 以 上 、 好 ま し く は １ ． ５ 以 上 で あ る 。 一 般 的 に 、 「 Ｑ 4  ／ Ｑ 3  

」 の 値 が 大 き い ほ ど 、 そ の 熱 安 定 性 が 高 い も の と 言 わ れ て い る 。 「 Ｑ 4  ／ Ｑ 3  」 の 値 は 、
通 常 １ ０ 以 下 で あ る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
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ル を

要 旨 は 、 以 下 の 特 徴 を 有 す る シ リ カ ゲ ル に 存 す る 。
（ ａ ） 細 孔 容 積 が ０ ． ６ ～ １ ． ６ ｍ ｌ ／ ｇ 、
（ ｂ ） 比 表 面 積 が ３ ０ ０ ～ １ ０ ０ ０ ｍ 2  ／ ｇ 、
（ ｃ ） 細 孔 の 最 頻 直 径 （ Ｄ m a x  ） が ２ ０ ｎ ｍ 未 満 、
（ ｄ ） Ｄ m a x  の ± ２ ０ ％ の 範 囲 に あ る 細 孔 の 容 積 が 全 細 孔 容 積 の ５ ０ ％ 以 上 、
（ ｅ ） 非 結 晶 質 で あ る こ と 。
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【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ６ 】
本 発 明 リ カ ゲ ル を 特 定 す る 最 後 の 特 徴 は 、 シ リ カ ゲ ル の 骨 格 を 構 成 す る ケ イ 素 を 除 い
た 、 金 属 不 純 物 の 合 計 含 有 量 が 通 常 ５ ０ ０ ｐ ｐ ｍ 以 下 、 好 ま し く は １ ０ ０ ｐ ｐ ｍ 以 下 、 更
に 好 ま し く は １ ０ ｐ ｐ ｍ 以 下 、 最 も 好 ま し く は １ ｐ ｐ ｍ 以 下 と い う よ う に 、 極 め て 高 純 度
で あ る こ と で あ る 。 こ の よ う に 不 純 物 の 影 響 が 少 な い こ と は 、 本 発 明 リ カ ゲ ル に お け
る 耐 熱 性 、 耐 水 性 な ど の 優 れ た 性 質 を 発 現 さ せ る こ と が で き る 大 き な 要 因 の 一 つ で あ る 。
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